


別紙

Ⅰ．事業評価総括表 

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

1 地域活性化措置 中津川市立保育園運営事業 中津川市 45,648,200 30,000,000

交付金充当額 備 考

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は間接交

付金事業者名
交付金事業に要した

経費



Ⅱ．事業評価個表

交付金事業の成果目標

　中津川市における保育園の園児数は年々減少傾向にあるものの、核家族化に伴う共働き家庭やひとり親家
庭がひときわ増加しており、安心して働くことを可能とするための保育ニーズの増加、多様化への対応が重要課
題となっております。
　本市では、「待機児童解消加速化プラン」による保育の受け皿の拡大や「中津川市子ども・子育て支援事業計
画」に基づいた保育所、地域型保育所等の設置を促進することにより保育ニーズへの対応を進めており、平成
29年度当初の待機児童ゼロを達成しています。
　他方で年度途中の入園希望が増加していることにより、現在の受け入れ態勢では年度途中の待機児童が発
生する恐れがあります。
　引き続き年度当初の待機児童ゼロを維持し、年度途中の待機児童を発生させないためには、保育施設の整
備のみならず、保育士不足の解消や各施設の実情に応じた保育士の加配が必須となります。
　本交付金を保育士人件費の財源とすることで、充実した質の高い保育サービスの提供と安定した保育所運営
を行い、拡大傾向にある保育ニーズへの対応を成果目標とします。

交付金事業の成果指標
　成果目標を達成するためには、慢性的な保育士不足の解消が必要となります。本交付金を活用し、保育士給
与を確保することで安定した保育サービスの提供と園児の受け入れ態勢を整え、年度当初・年度途中の待機児
童ゼロを目指します。

交付金事業の成果及び評価

　本交付金を活用することにより、保育士２１名分の８ヶ月分にわたる人件費を確保することができました。
　年度当初の待機児童は発生していないため次年度以降も引き続き待機児童ゼロに努めます。また、年度途中
の待機児童についても、受け入れ態勢の充実に取り組んできた結果、待機児童ゼロを達成することができまし
た。今後も、現状に満足することなく、保育ニーズへ一層対応するため保育士の不足解消、保育サービスの充
実化に取り組んでいきます。
　なお、保育サービスの充実は長期的な目標であることから「中津川市子ども・子育て支援事業計画」の計画期
間の平成31年度にあわせて、再評価の時期を設定しています。

総事業費 45,648,200
交付金充当額 30,000,000
うち文部科学省分
うち経済産業省分 30,000,000

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 中津川市

交付金事業実施場所 中津川市かやの木町２番１号

交付金事業の概要 中津川市立保育園の園長及び保育士（全２１人分）の人件費８ヶ月分。

1 地域活性化措置 中津川市立保育園運営事業

番号 措置名 交付金事業の名称



無

　  　      
　　　　　
　　　　　
　　　　　
　　　　　

計

（３）交付金事業の成果目標の欄は、発電用施設周辺地域整備法第1条（目的）を踏まえて具体的に記載すること。
（４）交付金事業の成果指標の欄は、成果目標を踏まえて定量的な指標を記載すること。
（５）交付金事業の成果及び評価の欄は、進捗度、利用量並びに効果等を出来る限り数値を用いて記載すること。
（６）交付金事業の契約の概要の欄は、契約件数が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無 交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 H31

　（備考）　（１）事業ごとに作成すること。 
（２）番号の欄は、事業評価総括表における番号欄に対応した数を記入すること。

交付金事業の契約の概要
契約の目的 契約の方法等 契約の相手方 契約金額

人件費 雇用 保育士２１名

（７）成果及び評価に係る第三者機関等を活用の有無の欄については、第三者機関等を活用した場合にあっては、その名称及び構成員等を記載
　　　すること。


